










目的:インフルエンザウイルス感染症は最もありふれた疾患であり、その患者数もきわめて

多いだけに、羅患中あるいは症状消退後における、脳炎。脳症の出現についても古くから

注意をひいており、多くの臨床報告がみられる。しかし、その成因｡発生機序は現在なお不

明である。私たちはインフルエンザウイルスをマウスに脳内接種し、インフルエンザウイ

ルス感染と中枢神経との関係を追求しようと実験を開始した。 


